
34 
 

厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患政策研究事業） 
 （分担）研究報告書 

 
      ムコ多糖症（MPS）IV型診療ガイドラインの作成 

ペルオキシソームとペルオキシソーム病に関する英文書の出版 
 

研究分担者 今中常雄 広島国際大学薬学部 客員教授 

 

ムコ多糖症（MPS）IV 型診療ガイドラインの作成に取組んだ。CQ を設定し、関連文献を

１次スクリーニングした。２次スクリーニング、システマティックレビューを経て、推奨

文の改訂を行なっている。ペルオキシソームとその疾患について、大学院生、基礎研究

者、臨床医を対象とした英文書を出版した。 

 
Ａ．研究目的  
客観的な評価に基づくムコ多糖症（MPS）IV型

診療ガイドラインを作成し、早期診断と介入、適
切な治療法の選択を可能にする。ペルオキシソー
ム病の理解のために国際的な専門書を出版する。 
 
Ｂ．研究方法 
  関連論文の１次、２次スクリーニング、SR、CQ
の推奨文を検討し、診療ガイドラインを作成する。
ペルオキシソーム関連の論文を調査し、ペルオキ
シソームの機能と疾患について総説にまとめる。 
 
（倫理面への配慮） 
  学内倫理委員会の承認のもとに調査研究を進
めた。 
 
Ｃ．研究結果 
  関連論文の1次スクリーニングを行った。CQの
設定、SR委員のレビューを経て推奨文を検討し
た。調査したペルオキシソームの関連論文を参考
に、専門書を執筆した。 
 
Ｄ．考察 
  ガイドライン作成にあたっては、文献によるエ 
ビデンスとSR、エキスパートオピニオンを考慮し 
て進めた。専門書は、一般の研究者・臨床家を対 
象として執筆した。 
 
 
 

Ｅ．結論 
 ガイドラインの作成は、希少疾患の特異性も考慮し
た上での作成を目指した。 
適切な推奨文とエキスパートオピニオンに基づき、適
切な治療法の選択が可能となる。専門書によりペルオ
キシソーム病の理解が進むことが期待される。 
 
Ｆ．健康危険情報 
 
Ｇ．研究発表 
 1.  論文発表（著書）  
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2. ムコ多糖症(MPS)I型診療ガイドライン作成 
   委員会：ムコ多糖症(MPS)I型診療ガイドラ 
  イン 2019 
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 2.  学会発表 なし 
 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 
 1. 特許取得 
 なし 
 2. 実用新案登録 
 なし 
 3.その他 
 なし

 

 


